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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【入院】
・滝田　琴美様～東病棟Bユニット号室へ医療保護入院となる。

【退院】
・田中　義昭様～15：00　自宅退院となる。

【転出】
・金沢　タイ様～南病棟へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞
・内田　勇三様～点滴、BS測定、吸引
・袴田　将志～不眠時：ハルシオン
・佐々木　早苗様～退院指示、退院時処方頂く。
・川口　榮喜様～南病棟転出許可有り。
・佐藤　ミツエ様～南病棟転出許可有り。
・中居　伊佐男様～妹様来院され“経管栄養・身体拘束、侵襲的な処置希望しない”と意志確認している。
・大久保　すい様～①肺炎治療を継続しており、抗生剤は効いているようだが抵抗力の低下もあり十分な効果は得られていない。
②意識状態は悪く、感染症にかかって体力も低下しており、老衰のような状態に至っていると思われる。
③このまま肺炎の治療を継続するが、亡くなる可能性が高い。
[bookmark: _GoBack]               上記①～③をお伝え。改めて了解あり。
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。壁蹴り・ドアを殴る等落ち着きがなく、また格子越しに対応するも眼光鋭くスタッフを殴る素振りみられ本日は開放観察実施できず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放観察中に他室侵入や他者への迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr.患者様診察情報＞
・風張　久美子様～処方変更なし。明日採血、検尿予定。
・金沢　友昌様～処方・指示変更なし。
・佐々木　早苗様～明日退院予定。退院時、不眠時のみ持参指示あり、準備済。
・和田　昌様～処方・指示変更なし。診察時、腹部不快の訴えあり。症状観察してく。
・滝田　英人様～処方・指示変更なし。

＜新入院患者様情報＞
 日　　時：令和6年10月22日　13：45
　氏　　名：滝田　琴美（たきた　ことみ）様
　生年月日：平成7年1月24日(29歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　小学校高学年時よりいじめを受け、中学2年時に近隣の少人数の中学校に転校。その後は八戸工
業大学第二高等学校に進学するが2年時に中退。以後、就労歴はなく自宅にて母様との2人暮らし
（父は船員であり殆ど自宅には帰らない生活）。H22年、高校進学後より「自分の悪口を言っている」
などと訴え不登校になり2年時に中退。以後も「監視カメラに見張られている」等と訴え自宅に引
きこもる生活。高校中退後は生活環境を変える目的で東京在住の姉との同居と始めたが、関係不良
さがあり3ヶ月程で帰郷。帰郷後も注察感が続き、苛々感から母様に対し粗暴性や興奮が著明にみ
られた。H23.6.15に八戸赤十字病院精神科を初診。統合失調症の診断で薬物療法開始となるが、妄
想言動や苛々感、情動不安定さは持続し、病状悪化により同院への入院歴あり。退院後も同院への
定期通院を継続。同院のデイケアや就労継続支援B型事業所の利用をしたこともあったが長期利用
には繋がらずにいた。R6年9月頃より、スマホを見ながら「〇〇と△△が戦っている」と話し、睡
眠時間が確保できない状態が続いた。同年10月頃からは「山で死んでいる人がいて助けに行かな
ければならない」窓と訴え、自宅のすぐ裏にある山に夜中でも入って行ってしまう状態であったこ
とから、常時見守りを要していた。ここ1週間は、母親が眠っている間山に行こうとしていたため、
母親が寝ずに本人の行動を見守っている状態。自宅での見守り対応や生活の継続が困難で、かかり
つけである八戸赤十字病院より当院へ入院加療の相談あり、本日当院初診。13:45東病棟Bユニッ
トへ医療保護入院となる。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　


